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京都府医師会指定学校医

平成18年4月より京都府医師会指定学校医制度が

実施されました。大部分の先生方のお手元にはすで

に指定学校医の証が届いていることと存じます。京

都府医師会の制度によりますと、制度の実施時点に

おいて既に学校医の職にある者は特例として指定学

校医の資格を有するため本来ですと100％の指定率

となるはずですが、実施時点の記録として今回の指

定取得状況に付き集計をご報告いたします。

結論から言いますと、京都市学校医会会員280名

中指定学校医の資格取得者は274名（97．9％）となっ

ております。6名の非指定者の内訳は、1名が今年

度以降の新任者に対し必修単位となっております新

任学校医研修が末受講であるため、4名が京都府医

師会に未入会であるため、1名が幼稚園の園医であ

るため、対象外となっております。平成18年度の新

任学校医研修会には26名の参加者（内科15名、耳鼻

科9名、眼科2名）があり、京都府下からの参加や

既に学校医であるが話を聞いておきたいと思われた

方、眼科・耳鼻科の学校医を含めほぼ全員の参加が

あったこととなります。1名の未受講の先生に関し

ましては来年の講習をお受けいただき指定を取得い

ただこうと考えております。また眼科学校医80名の

中で指定学校医とならなかった方は4名で、いずれ

も京都府医師会の非会員であるため対象外となって

おります。非会員の先生は内科・眼科共いずれも病

院勤務の方々で、府医の勤務医に対する今後の入会

の勧誘強化に期待いたします。耳鼻科学校医71名に

関しましては、今回多数の新任の先生を含め全員の

方が指定学校医となられました。また私立学校や教

会　長　島　村　吉　朗

育大付属校の学校医の中で指定学校医の申請を学校

医会に委託された先生は9名で、当然のことながら

全員が指定学校医となられました。

京都府医師会全体としては、私ども内科学校医に

眼科及び耳鼻科学校医を含め（眼科・耳鼻科で学校

医でなく嘱託医の身分の方は除く）全849名中820名

が指定学校医の指定を受けており96．6％の取得率と

なっております。∋国旨定の内訳は4名（京都市学校

医会会員の1名を含む）の新任学校医研修未受講の

方以外は、京都府医師会の非会員であるための対象

外となっております。

昨年度開かれました支部会において指定学校医に

つき説明をした際の最も多く聞かれた質問に、「指

定学校医でなければ学校医になれないのか？更新で

きないと学校医をやめなければならないのか？」と

言う内容が必ずありました。その問いに対しては、

今後学校医会は会員の皆様が聴きに行ってみたいと

思われるような興味ある内容の講習会をこれまで以

上に積極的に企画し、3年後の資格更新時には100

％の指定医取得となるように努力することで答えと

したいと考えております。
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